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 ４月１０日、本社管理職社員が収賄事件で逮捕される事件が発生し、

組合員や家族、荷主や通運会社など多くの皆さんに心配をかけるなど、

ＪＲ貨物の社会的な注目度は思っている以上に高いと言えます。 

 今年度、貨物会社社員による不祥事が数件発生しています。内容に

は違いはありますが、社会的に許されないことも含まれており、社会

人としての自覚を再度認識しなければなりません。 

  

 

 

 

 現在、様々な悩みを抱える組合員が多くいます。巷にはいくらでも

現実とかけ離れた誘惑が多く存在します。賃金が少ないかどうかは別

にして、私たちは毎月支払われる賃金の範囲内で生活しなければなり

ません。「ご利用は計画的に」などとのＣＭを垂れ流し、銀行まで消費

者金融と一緒になってローンによりお金を借す時代です。あたり前の

ことですが、借りたお金は返済しなければならず、「計画的」に使える

人はお金を借りることはありません。教育や自動車購入、マイホーム

の購入などは分会に相談し労金を活用しましょう。 

 不祥事の連鎖を断ち切り、ＪＲ貨物改革の闘いや、たしろかおる応

援プロジェクトに全力をあげましょう！ 

 

 


